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豪
雨
災
害
に
か
か
る
復
旧
事
業
の
継
続
実
施
と
防
災
体
制
整
備

老
朽
化
し
た
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
移
転
等
で
住
民
生
活
の
向
上

　
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
神
楽｢

杉
沢
比
山｣

の
資
料
な
ど
を
展
示
す
る
杉
沢
比
山
伝
承
館
の
災
害
復
旧
事
業
を
は
じ
め
、

防
災
体
制
の
強
化
策
と
し
て
「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
更
新
な
ど
避
難
時
に
必
要
な
防
災
備
蓄
品
の
購
入
費
用
を
補
助
す
る
。

　
農
業
支
援
で
は
新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
よ
る
若
者
の
参
入
に
よ
り
高
齢
化
就
農
の
解
決
を
目
指
し
、
若
者
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事

業
で
は
町
内
の
空
き
店
舗
で
起
業
す
る
若
者
の
伴
走
支
援
を
行
う
。

令和7年度
予算審査

一般会計総額　99億3764万円
前年度比 8億8864万円増

支
出

収
入

依

存

財
源

自
主
財

源

自
主
財

源

予備費
1000万円
議会費
9303万円

総務費
21億2600万円

民生費
21億57万円

衛生費
4億4986万円
労働費
1758万円

町税
15億4821万円

繰入金
9億6830万円

その他自主財源
10億3251万円

諸支出金
1798万円
公債費
10億1150万円

災害復旧費
3億1692万円

教育費
9億8637万円

消防費
3億7149万円

土木費
7億7692万円

商工費
8億8577万円
農水費
7億7365万円

その他依存財源
4億3484万円

国・県支出金
16億994万円

町債
8億2270万円

地方交付税
35億2114万円

※P3に関連記事

「アワビ種苗購入費」486万円と ｢遊佐町地産地消エネルギー
協議会負担金｣ 50万円を削除する 修正案可決
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＊本文中の年号「令和」は省略しています。

産
　
業
　
課

⃞

答　
答
こ
れ
ま
で
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト
に
加
え
「
遊
佐
の
い
と
な

み
」
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
販
路
を
拡
大
し
て

い
く
。

遊
佐
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
は

 

松
く
い
虫
の
被
害
木
調
査

問　
事
業
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
特
産
品
の
販
路
拡
大
を

ど
の
よ
う
に
す
す
め
る
か
。

（
渋
谷 

敏 

委
員
）

⃞

答　
答
検
証
報
告
は
３
月
末
予

定
。
早
め
の
方
向
性
の
見
い

出
し
を
す
る
。
３
カ
年
計
画

に
の
っ
と
り
事
業
費
全
額
を

計
上
し
て
い
る
。

⃞

答　
答
昨
年
か
ら
松
く
い
虫
の

被
害
の
拡
大
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
調
査
の
上
、
状
況
に

応
じ
て
防
除
を
徹
底
し
、
松

林
を
保
全
す
る
。

問　
経
済
波
及
効
果
調
査
の

検
証
報
告
を
待
っ
て
補
正
予

算
に
計
上
す
る
べ
き
で
は
。

�

（
今
野 

博
義 

委
員
）

問　
松
く
い
虫
の
被
害
木
調

査
費
が
４
０
０
万
円
あ
る
が
、

被
害
の
実
態
は
。�

（
斎
藤 

弥
志
夫 

委
員
）

採算性が大きな課題

⃞

答　
答
今
後
は
民
間
の
力
も
借

り
な
が
ら
、
再
エ
ネ
に
対
し

て
は
、
国
・
県
と
町
が
一
緒

に
な
り
、
同
じ
方
向
で
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⃞

答　
答
町
内
で
再
エ
ネ
を
普
及

し
て
い
く
た
め
の
目
的
会
社

な
の
で
、
ま
だ
実
績
は
な
い

が
、
取
組
み
を
進
め
て
い
く

準
備
の
た
め
に
出
資
す
る
。

持
ち
株
割
合
は
低
い
が
三
セ

ク
に
な
る
。

問　
洋
上
風
力
発
電
に
対
す

る
町
の
体
制
や
動
き
を
、
国
、

県
は
注
視
し
て
る
と
認
識
す

る
が
。（

菅
原 

和
幸 

委
員
）

問　
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
出
資
50
万
円
の
目
的
。

第
三
セ
ク
タ
ー
に
な
る
の
か

（
今
野 

博
義 

委
員
）

町
長
の
指
導
力
で

牽
引
す
べ
き
で
は

ア
ワ
ビ
種
苗
購
入
費

４
８
６
万
円

実
績
な
い
法
人
に

出
資
の
理
由
は

令和7年度

当初予算質疑
3月12日 13日

予算審査特別委員会
委 員 長　駒井 江美子
副委員長　本間 知広

　新規事業として防災ハザードマップ整備事業に
850万円、新規就農サポート事業に360万円、町民
係窓口へのキャッシュレス決済導入事業に330万
円、部活動地域移行受入れ先クラブ支援事業に310
万円などを計上している。
　審査中に事業調査報告書の結果が出されていない
ことから「アワビ種苗購入費」486万円を削除、町
が業務委託する先の役員に関する疑義の理由から
｢遊佐町地産地消エネルギー協議会負担金｣ 50万円を
削除する修正動議が出され、賛成多数で可決された。

※審査の詳しい内容は
　二次元コードから
　ご覧ください。

3月12日 3月13日

当初予算のポイント

新ブランド「遊佐のいとなみ」
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⃞

答　
答
旧
吹
浦
漁
港
付
近
の
都

市
下
水
路
の
開
口
部
か
ら
外

水
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
、
Ｈ

鋼
で
枠
組
み
を
し
、
角
落
し

で
塞
ぐ
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

都
市
下
水
路
整
備
工
事
費
は

問　
都
市
下
水
路
整
備
工
事

費
に
３
０
０
万
円
の
予
算
。

大
雨
災
害
に
対
応
す
る
も
の

か
。

（
那
須 

正
幸 

委
員
）

⃞

答　
答
河
川
内
の
草
刈
り
は
、

近
年
の
燃
料
費
の
高
騰
も
あ

り
、
計
画
的
に
単
価
を
増
額

し
て
い
る
。
７
年
度
に
は
２

円
／
㎡
の
増
額
を
予
定
す
る
。

問　
河
川
内
の
草
刈
り
は
、

町
が
県
補
助
を
受
け
実
施
し

て
い
る
。予
算
増
額
の
背
景
は
。

（
菅
原 

和
幸 
委
員
）

⃞

答　
答
史
跡
小
山
崎
遺
跡
に
関

連
し
、
民
有
地
を
買
収
す
る

も
の
で
あ
る
。
現
在
の
駐
車

場
が
狭
い
た
め
、
拡
幅
す
る

内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
。

⃞

答　
答
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

対
応
事
業
で
、
旧
藤
崎
小
で

週
５
日
開
催
。

問　
文
化
財
保
護
事
業
の
公

有
財
産
購
入
費
・
用
地
取
得

費
と
、
関
連
す
る
事
業
は
。

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

問　
友
遊
ス
ク
ー
ル
の
事
業

内
容
は
。（那

須 

正
幸 

委
員
）

合
併
浄
化
槽
の
設
置

⃞

答　
答
小
中
学
校
で
導
入
し
て

い
る
端
末
を
、
新
た
に
更
新

す
る
事
業
で
あ
る
。
児
童
生

徒
の
ほ
か
、
教
員
と
予
備
機

を
含
め
た
全
部
を
更
新
す
る
。

問　
小
中
学
校
費
に
計
上
の

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末

整
備
」
の
事
業
の
内
容
は
。

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

地
　
域
　
生
　
活
　
課

教
　
育
　
課

⃞

答　
答
汲
み
取
り
世
帯
、
単
独

浄
化
槽
世
帯
へ
は
設
置
依
頼

を
郵
送
し
、
ま
た
遊
佐
小
４

年
生
に
は
下
水
道
の
仕
組
み

に
つ
い
て
講
話
し
た
。

⃞

答　
答
実
施
計
画
で
は
５
０
０
０

万
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、

今
後
も
他
事
業
と
調
整
を
図

り
進
め
る
。

問　
合
併
浄
化
槽
の
設
置
補

助
金
は
１
５
２
万
円
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
設
置
率
は
ま

だ
低
い
。
対
策
は
。

（
斎
藤 

弥
志
夫 

委
員
）

問　
毎
年
行
わ
れ
る
事
業
だ

が
、
早
々
に
予
算
が
不
足
す

る
。増
額
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

（
渋
谷 

敏 

委
員
）

河
川
内
の
草
刈
り
の

単
価
を
増
額

持
家
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
は

小
山
崎
遺
跡
は
７
年
度
に

実
施
設
計

友
遊
ス
ク
ー
ル
指
導
員
委

託
料

教
育
用
端
末
を
整
備

吹浦都市下水路流末開口部

小山崎遺跡の発掘風景

新しいものに更新
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（5）� 遊佐町議会だより

⃞

答　
答
前
年
度
に
予
算
計
上

が
あ
っ
た
科
目
で
当
該
年

度
予
算
計
上
が
な
い
た
め
、

ル
ー
ル
に
沿
っ
て
廃
目
と

表
記
し
た
。

⃞

答　
答
証
明
書
等
の
手
数
料
を

電
子
決
済
が
で
き
る
マ
ル
チ

決
済
端
末
を
購
入
し
て
対
応

予
定
。

廃
目
の
理
由
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入

問　
観
光
施
設
整
備
基
金
繰

入
金
及
び
臨
時
財
政
対
策
債

が
廃
目
だ
が
、
理
由
は
。

（
本
間 

知
広 

委
員
）

問　
庁
舎
窓
口
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
進
捗
状
況

は
。（

佐
藤 

俊
太
郎 

委
員
）

⃞

答　
答
現
在
遊
佐
町
放
課
後
児

童
対
策
推
進
会
議
で
、
児
童

の
受
け
皿
と
し
て
ど
の
よ
う

に
整
備
し
て
い
く
か
協
議
中

で
あ
る
。

⃞

答　
答
保
健
師
が
本
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
て
訪
問
し
、
保
健

師
を
通
じ
て
地
域
の
方
々
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
情
報
共

有
し
て
い
き
た
い
。

⃞

答　
答
６
年
度
の
移
行
準
備
事

業
を
継
続
し
て
社
協
に
委
託

し
、
多
機
関
が
連
携
し
な
が

ら
相
談
者
に
伴
走
し
、
地
域

共
生
社
会
に
向
け
た
支
援
を

行
う
。

問　
子
ど
も
の
居
場
所
の
確

保
だ
が
、
今
後
ク
ラ
ブ
を
増

設
す
る
考
え
は
。

（
本
間 

知
広 

委
員
）

問　

加
齢
で
衰
え
た
方(

フ

レ
イ
ル)

の
早
期
発
見
サ
ー

ビ
ス
、
早
期
介
入
策
は

（
遊
佐 

亮
太 

委
員
）

問　
７
年
度
か
ら
本
格
的
に

稼
働
。
委
託
先
と
委
託
す
る

事
業
の
内
容
は
。

（
伊
原 

ひ
と
み 

委
員
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

e
フ
レ
イ
ル
ナ
ビ

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

総
　
務
　
課

町
　
民
　
課

企
　
画
　
課

健
　
康
　
福
　
祉
　
課

⃞

答　
答
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
、
職
員
が
独
自
で
受
講

で
き
る
。
３
４
０
コ
ー
ス
か

ら
選
出
し
受
講
可
能
な
e

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
予
定
。

⃞

答　
答
子
ど
も
の
現
地
学
習
と

五
感
体
験
で
ジ
オ
に
触
れ
、

大
人
に
な
っ
て
も
愛
着
を
維

持
。
認
定
要
件
を
段
階
的
に

ク
リ
ア
し
推
進
。

⃞

答　
答
留
学
生
の
数
は
、
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
が
７
年
度
か
ら

寮
が
５
棟
か
ら
４
棟
に
な
り
、

光
熱
水
費
等
の
減
少
が
理
由
。

問　
研
修
シ
ス
テ
ム
の
内
容

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。（

佐
藤 

俊
太
郎 
委
員
）

問　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て
具
体

的
な
活
動
内
容
は
。

（
遊
佐 

亮
太 

委
員
）

問　
昨
年
度
よ
り
２
０
０
万

円
減
額
し
て
い
る
。
内
訳
は
。

（
伊
原 

ひ
と
み 

委
員
）

職
員
研
修
シ
ス
テ
ム

使
用
料
は

鳥
海
山
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク

協
議
会

遊
佐
高
魅
力
化
支
援
事
業

負
担
金

ぽっかぽかクラブの様子

「世界ジオパーク」を目指す
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令和７年５月１日� （6）

追跡
レポート

5年度の提言はどうなった？
提言は町政に反映されたのか
　議会では毎年「政策提言」を町に提出しています。その提言が実際の
施策にどのように反映されたのか、町からの回答を基にお伝えします。

町長に政策提言を提出（5年12月）

提言1　ゼロカーボンシティー宣言 提言3　小学校統合後の教育環境

提言4　洋上風力発電提言2　これからの地域づくり

提言 提言

提言

提言

提言

提言

提言

提言

提言

提言

現状 現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

「ゼロカーボンシティー」実現に向けた目標、計
画の提示を。

5年3月に策定した「第3次遊佐町環境基本計画」
で二酸化炭素の削減目標を設定している。それ
をふまえ、6年3月に「第2次遊佐町エネルギー基
本計画」を策定、ゼロカーボンへのシナリオを構
築し、実践していく計画である。
町民にわかりやすく宣言の説明を。

エネルギー基本計画の内容を町民向けに概要版
を作成し配布した。今後は再生可能エネルギー
導入や、省エネルギー推進に関する目的や効果
などもしっかり発信していく。

地域ごとの人口構成状況を調査し、実態に即し
た地域づくりを。

人口構成など数値としては把握しているが、分
析、対策を行うまでには至っていない。今後改定
される「人口ビジョン」の分析結果を踏まえた地
域づくりに努めていく。
まちづくりセンター運営団体の役職員の処遇改
善に繋がるよう、地域活動交付金の増額を。

見直しを求められているのは会長報酬と事務局
員の時間外勤務手当である。見直しを行うため
検討委員会が設置され、具体的な案がとりまと
められたことを受け、交付金への反映に向けた
調整を進める。
まちづくりセンターの空き校舎移転の迅速な対
応を。

高瀬まちづくりセンターは6年度中の工事完成
を予定している。蕨岡まちづくりセンターは、講

風雪や防犯などで不具合のある通学路やバス停
の改善を。

見守り隊や学校のバス担当者などと情報交換を
行い、学校外の関係機関と子どもたちの情報を
共有できる体制を構築した。今後は冬場バス停
の状況も確認しながら、関係機関と連携し安全、
防犯につなげていく。
放課後や長期休暇での児童の居場所確保を。

3年に「児童の放課後の居場所づくり検討会」を
立ち上げ、年度末に小学校統合後5年間の児童の
居場所づくりに関する方針を作成した。また6年
度に「放課後児童対策推進会議」を設立し、新た
な受け皿の整備をどうするか協議を進めている。

直接の事業ではないが、町民の窓口として果た
すべき役割と責務は大きい。事業者のみならず、
国と県に対しても事業内容の厳しい見極めを。

6年12月に発電事業者が決定し、速やかに事業
計画や地域振興策、漁業協調・共生策のあり方な
ど、具体的な協議を進めていくことになる。事業
による健康への影響、自然災害の対応など住民
からの不安の声に対し、調査データの公開や対
応策の検討を要望してきた。今後も引き続き地
元の声を国や県に伝えていく。
低周波音による健康被害を心配する声がある。
事後検証できるよう健康調査の検討を。

事業を行うにあたり「発電事業実施に伴う影響
として地域住民から不安の声が示される場合に
は、その払拭に向け必要な措置を検討する」こと
を課している。そのことがきちんと履行される
よう対応していく。
フォトモンタージュなども活用し、誰もが理解で
きる丁寧でわかりやすい説明を。

町が行うこととしては珍しいケースだが、町
内4か所からのフォトモンタージュを制作し、
ホームページなどで公開した。事業に関する情
報も引き続き、出前講座の実施や広報、ホーム
ページなどを活用しながら周知に努めていく。

堂を増築する改修案
を作成し合意に至っ
た。7年度の工事着手
を予定している。

７年度から新しい
センターに移転
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遊佐町役場議場
稲川まちづくりセンター
高瀬まちづくりセンター

※詳しくは議会HPまたは各まちづくりセンターと図書館に資料があります

報告書
二次元コード

町民町民とと議会議会のの懇談会懇談会
そこがききたい！

2月1日開催

第14回

質
問　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事
業

が
12
月
定
例
会
で
は
否
決
さ
れ

た
。
反
対
し
た
人
の
意
見
が
聞
き

た
い
。

回
答　
ペ
イ
ペ
イ
だ
け
に
頼
る
の

は
問
題
が
あ
る
こ
と
、
町
民
全
員

が
使
え
る
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
こ

と
、
国
か
ら
の
予
算
が
つ
い
て
い

な
い
こ
と
、
水
害
の
被
害
額
が
確

定
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
て
反
対
し
た
。
賛
否

は
あ
る
と
思
う
。

回
答　
水
害
の
被
害
額
が
確
定
し

て
い
な
い
こ
と
が
不
安
で
、
国
か

ら
の
交
付
金
が
決
定
し
て
か
ら
、

と
い
う
意
味
で
反
対
し
た
。

開催場所

＝
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

                        

事
業
＝ペイペイ20％還元 チラシ

意
見　
ペ
イ
ペ
イ
は
お
年
寄
り
が

使
え
な
い
か
ら
反
対
だ
と
、
若
い

人
が
使
え
な
く
な
る
。
若
い
人
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
時
代
で
あ
る
。
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「新・道の駅」 イメージ図

大雨災害の状況
（吹浦元町踏切付近）

＝
議
会
関
連
＝

＝
人
口
減
少
問
題
＝

＝
部
活
の
地
域
移
行
＝

＝
新
・
道
の
駅
＝

質
問　

人
口
が
減
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
議
員
定
数
を
減
ら
す
べ

き
と
思
う
が
。

質
問　

人
口
減
少
に
よ
り
夜
の

交
通
手
段
が
な
い
た
め
、
元
町
に

出
か
け
る
よ
り
酒
田
に
行
く
方

が
安
心
で
き
る
状
況
。
い
ろ
い
ろ

な
手
段
で
交
通
を
確
保
し
て
も

ら
い
た
い
が
。

質
問　

や
り
た
い
部
活
が
あ
っ

て
も
、
親
の
送
迎
な
ど
の
理
由
で

部
活
に
参
加
で
き
な
い
生
徒
が

い
る
と
聞
く
。
指
導
者
に
報
酬
を

与
え
る
な
ど
対
策
を
講
じ
て
ほ

し
い
が
。

質
問　
新
・
道
の
駅
の
現
状
と
財

源
は
。

質
問　

当
初
の
提
示
額
29
億
円

か
ら
33
億
円
に
な
っ
た
内
訳
は
。

質
問　

議
員
報
酬
が
20
数
万
円

と
い
う
の
は
低
い
気
が
す
る
。
予

算
的
に
定
数
を
減
ら
す
と
い
う

こ
と
で
、
今
は
い
い
か
も
し
れ
な

い
が
今
後
が
心
配
。
先
を
見
据
え

て
動
い
て
ほ
し
い
が
。

回
答　
現
在
の
定
数
は
12
名
。
三

川
町
は
10
名
だ
が
、
現
状
10
名
以

下
で
は
議
会
運
営
が
容
易
で
は
な

い
と
考
え
る
。

回
答　
指
導
者
の
件
は
町
で
も
予

算
を
出
し
て
い
る
。

回
答　
基
本
設
計
が
終
わ
っ
た
と

こ
ろ
で
、
総
事
業
費
33
億
円
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
国
の
補
助
金

と
町
の
基
金
を
合
わ
せ
て
も
全
額

は
補
え
ず
、
残
り
は
借
金
と
な
る

見
込
み
。
今
後
事
業
の
中
身
を
精

査
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

回
答　
12
人
の
議
員
は
報
酬
金
額

を
理
解
し
て
、
そ
れ
で
も
や
る
と

手
を
挙
げ
た
人
ば
か
り
だ
と
思
う
。

回
答　
議
員
の
な
り
手
不
足
も
あ

り
、
立
候
補
し
や
す
い
状
況
が
必

要
。
現
状
で
は
報
酬
を
上
げ
る
こ

と
は
難
し
い
。
12
名
が
議
論
や
採

決
で
は
最
低
限
の
数
だ
。
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

質
問　

提
言
の
中
に
ハ
ー
ド
的

な
部
分
が
入
っ
て
い
な
い
。
昨
年

同
様
の
雨
が
降
れ
ば
同
じ
よ
う

な
状
況
に
な
る
。
す
で
に
ハ
ー
ド

的
に
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る
か
。

意
見　
災
害
情
報
と
し
て
内
水
氾

濫
と
知
っ
た
の
は
年
末
の
こ
と
。

そ
れ
ま
で
は
決
壊
・
越
水
し
た
と

聞
い
て
い
た
。
詳
細
な
情
報
を
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
結
構
な
の
で
流
し
て

ほ
し
か
っ
た
。

質
問　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
登
録
し
て
い

な
い
方
に
ど
の
よ
う
に
情
報
を
流

す
の
か
。

意
見　
水
害
で
町
民
が
困
っ
て
い

る
中
、
議
員
活
動
と
し
て
直
接
足

を
運
ぶ
こ
と
は
大
事
だ
と
思
う
が
、

議
会
と
し
て
も
何
が
で
き
る
か
話

し
合
う
場
が
あ
っ
て
も
良
か
っ
た

と
思
う
。

要
望　
避
難
所
開
設
の
際
、
旧
小

学
校
の
ネ
ッ
ト
（
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
）

環
境
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。

回
答　
こ
れ
ま
で
の
治
水
対
策
も

あ
り
越
水
は
し
な
か
っ
た
が
、
引

き
続
き
河
川
の
浚
渫
を
県
に
や
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
日
向

川
・
月
光
川
水
系
緊
急
治
水
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
て
、

吹
浦
も
検
討
の
対
象
に
。
今
後
遊

回
答　
被
害
の
状
況
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
発
信
し
た
記
録
は
な
い
。
７
月

26
日
に
被
害
箇
所
の
情
報
を
求
め

る
発
信
が
あ
っ
た
。
そ
の
場
に
い

て
事
態
を
把
握
し
て
い
る
方
々
か

ら
情
報
を
も
ら
う
仕
組
み
を
検
討

す
る
必
要
は
あ
っ
た
。

回
答　
災
害
情
報
通
達
の
総
括
を

町
に
要
請
し
て
い
る
。
役
場
内
で

情
報
発
信
の
改
善
は
行
っ
て
い
る

が
、
重
ね
て
要
望
し
た
い
。

回
答　
組
織
体
制
と
し
て
議
長
が

災
害
対
策
本
部
に
入
れ
な
い
現
状

が
あ
っ
た
が
、
地
域
の
情
報
収
集

を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
指
示

は
あ
っ
た
。
今
後
対
策
を
協
議
し

て
い
く
。

回
答　
ネ
ッ
ト
環
境
の
問
題
は
公

民
館
で
も
あ
っ
た
。
吹
浦
地
域
は

電
波
状
況
も
良
く
な
い
。
環
境
整

備
も
含
め
て
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

＝
防
災
・
災
害
対
策
と

               

Ｄ
Ｘ
の
推
進
＝

回
答　

主
な
理
由
は
建
設
工
事
費

と
材
料
費
の
高
騰
。
当
初
よ
り
広

く
な
っ
た
こ
と
も
増
額
に
繋
が
っ
た
。

回
答　
ペ
イ
ペ
イ
だ
け
に
反
対
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
だ
け

に
限
ら
れ
る
こ
と
が
少
し
問
題
で

は
な
い
か
。
町
の
た
め
に
ど
の
よ

う
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
検
証
す

べ
き
。

水
地
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
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空き家解体支援の要綱

＝
洋
上
風
力
発
電
事
業
＝

＝
空
き
家
対
策
＝

＝
そ
の
他
＝

質
問　

複
数
の
事
業
者
が
旧
小

学
校
の
使
用
を
計
画
と
あ
る
が
、

事
業
者
に
ひ
と
つ
の
校
舎
活
用

を
任
せ
る
と
い
う
の
も
あ
る
と

思
う
が
。

質
問　

森
林
環
境
譲
与
税
活
用

基
金
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

意
見　

地
域
振
興
計
画
に
期
待

し
て
い
る
。

質
問　

洋
上
風
力
発
電
事
業
に

係
る
遊
佐
町
の
将
来
像
と
地
域

振
興
策
に
町
民
が
も
っ
と
関
心

を
持
つ
べ
き
。
ど
う
や
っ
て
魅
力

あ
る
町
に
す
る
か
議
論
す
る
べ

き
で
は
。

質
問　

空
き
家
が
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
る
。
空
き
家
の
老
朽
化
で

町
の
荒
廃
に
繋
が
る
可
能
性
も

あ
る
。
防
ぐ
に
は
ど
の
よ
う
な
方

法
が
。

質
問　

闇
バ
イ
ト
に
よ
る
犯
罪

が
地
方
に
も
進
み
つ
つ
あ
る
。
防

犯
灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
を
多
く
つ

け
て
も
ら
い
た
い
。

意
見　

農
業
所
得
を
上
げ
る
よ

う
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

意
見　

5
年
度
政
策
提
言
に
つ

い
て
の
反
映
状
況
の
報
告
で
は
、

改
善
に
向
け
て
い
る
も
の
も
あ

る
が
、
手
付
か
ず
の
も
の
も
あ
る
。

再
検
討
し
て
7
年
度
に
生
か
し

て
い
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

質
問　

洋
上
風
力
発
電
は
30
年

の
事
業
。
事
業
者
が
30
年
間
住

み
た
い
と
思
え
る
施
策
を
す
べ

き
。
事
業
者
の
も
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
交
流
人
口
が
増
え

る
よ
う
に
進
め
て
欲
し
い
が
。

意
見　

1
月
30
日
の
遊
佐
部
会

に
参
加
し
た
。
地
域
振
興
策
は
7

年
7
月
を
め
ど
に
立
ち
上
げ
る

と
聞
い
て
い
る
。
色
々
な
専
門
部

会
を
立
ち
上
げ
、
地
元
の
意
見
を

吸
い
上
げ
た
形
で
策
定
さ
れ
る

と
思
わ
れ
る
。
議
会
と
し
て
も
業

者
の
動
き
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。

質
問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

今
ま
で
何
人
来
て
、
定
着
率
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

回
答　
餅
の
加
工
場
の
計
画
は
進

ん
で
い
る
。
手
を
挙
げ
て
い
る
事

回
答　

5
年
度
末
時
点
で
2
4 

1
7
万
1
5
2
2
円
。
金
額
は
増

加
傾
向
。

回
答　
地
域
間
交
通
を
行
政
の
内

側
だ
け
で
な
く
、
庄
内
議
長
会
の

テ
ー
マ
と
し
て
行
政
側
に
投
げ
か

け
て
い
る
。
商
店
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
は
実
感
し
て
お
り
、
若
い

人
が
住
み
続
け
る
の
に
飲
食
店
が

必
要
と
い
う
こ
と
で
、
飲
食
事
業

に
手
厚
い
補
助
を
出
し
、
若
い
人

の
定
着
率
が
上
が
っ
た
自
治
体
の

例
も
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
も
含
め

て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

回
答　
町
の
様
々
な
施
策
は
活
性

化
、
振
興
の
た
め
と
理
解
し
て
い

る
。
洋
上
風
力
は
期
待
度
が
大
き

い
事
業
。
色
々
な
可
能
性
を
含
め

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
な
が
ら
活
動
し
て

い
く
。

回
答　
遊
佐
町
の
人
口
は
減
っ
て

い
る
が
空
き
家
の
数
は
増
え
て
い

る
。
若
い
世
代
が
家
を
建
て
た
り
、

賃
貸
ア
パ
ー
ト
に
住
む
か
ら
だ
。

固
定
資
産
税
が
高
く
な
る
が
、
古

い
空
き
家
で
あ
れ
ば
更
地
に
す
る

こ
と
を
勧
め
る
。
町
で
は
補
助
金

も
出
る
。
年
々
費
用
は
上
が
っ
て

回
答　
高
瀬
・
吹
浦
地
域
で
は
、

土
地
を
借
り
て
建
て
て
い
る
人
も

多
い
た
め
、
新
築
す
る
に
は
そ
の

土
地
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
り
、
返
す
に
は
解
体
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
。

事
前
の
契
約
の
確
認
も
必
要
。

回
答　
貴
重
な
意
見
を
持
ち
帰
り

報
告
書
と
し
て
ま
と
め
、
来
年
度

に
向
け
て
反
映
さ
せ
た
い
。

回
答　
基
地
港
湾
整
備
ま
で
も
う

2
年
半
。
2
0
3
0
年
6
月
こ
ろ

に
は
発
電
事
業
が
稼
働
。
時
間
的

に
シ
ビ
ア
。
し
ば
ら
く
は
環
境
影

響
調
査
く
ら
い
の
動
き
に
。
就
業

者
も
か
な
り
の
規
模
に
な
る
こ
と

か
ら
酒
田
で
は
ホ
テ
ル
を
5
つ
建

て
よ
う
と
し
て
い
る
。
遊
佐
は
な

い
。
議
会
と
し
て
い
か
に
地
域
に

経
済
効
果
を
も
た
ら
す
か
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

回
答　
防
犯
灯
は
集
落
で
要
望
が

あ
れ
ば
役
場
に
つ
な
ぐ
。
バ
ス
停

に
も
必
要
と
思
わ
れ
る
場
所
が

あ
っ
た
。
荘
内
銀
行
の
交
差
点
に

カ
メ
ラ
が
あ
る
。
さ
ら
に
必
要
で

あ
れ
ば
声
を
上
げ
て
い
く
。

回
答　
今
後
も
遊
佐
部
会
を
通
し

て
情
報
は
公
開
さ
れ
て
い
く
と
思

う
が
、
議
会
と
し
て
も
町
と
ど
の

よ
う
に
後
押
し
で
き
る
か
考
え
て

い
き
た
い
。

回
答　
30
人
。
6
割
程
度
の
定
着

率
。
協
力
隊
に
委
嘱
す
る
内
容
は

も
っ
と
町
の
課
題
に
直
結
す
る
も

の
が
あ
っ
て
も
良
い
し
、
そ
の
ほ

う
が
任
期
後
の
職
業
や
定
着
に
繋

が
り
や
す
い
と
思
う
。

＝
自
然
環
境
の
保
護
と

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」＝

い
る
の
で
、
早
め
の
解
体
、
使
え

る
の
で
あ
れ
ば
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

賃
貸
す
る
な
ど
の
対
応
を
。

＝
遊
佐
町
公
共
施
設
等
の

          

適
正
管
理
＝

業
者
が
あ
る
と
い
う
話
は
聞
い
て

い
る
が
、
教
育
財
産
で
残
す
部
分

と
町
で
使
う
部
分
、
明
確
な
答
弁

は
な
く
、
何
と
も
言
え
な
い
状
況
。
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人
令和７年５月１日� （10）

＊本文中の年号「令和」は省略しています。

⃞

答　
答
当
初
相
談
を
受
け
て
い

た
ハ
ウ
ス
の
設
置
や
園
芸
資

材
等
の
導
入
事
業
が
、
申
請

者
都
合
の
取
り
下
げ
や
県
の

不
採
択
と
な
っ
た
た
め
。

⃞

答　
答
訓
練
服
な
ど
の
基
準
単

価
に
満
た
な
い
消
耗
品
等
は
、

起
債
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た

た
め
。

⃞

答　
答
１
件
分
し
か
国
の
交
付

金
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
た

め
、
一
般
財
源
か
ら
の
歳
出

に
変
更
し
た
。

問　
史
跡
鳥
海
山
発
掘
調
査

が
当
初
予
算
か
ら
減
額
に

な
っ
た
理
由
は
。

�

（
今
野 

博
義 

委
員
）

問　
当
初
予
算
に
対
し
て
、

執
行
率
が
26
・
６
％
と
低
い

が
理
由
は
何
か
。

�

（
渋
谷 

敏 

委
員
）

問　
消
防
団
員
の
訓
練
服
購

入
の
た
め
の
補
正
だ
が
、
緊

防
債
が
使
え
な
い
理
由
は
。

�

（
本
間 

知
広 

委
員
）

問　
国
の
交
付
金
か
ら
一
般

財
源
へ
変
更
と
な
っ
た
理
由

は
。

�

（
伊
原 

ひ
と
み 

委
員
）

補正予算審査特別委員会
委 員 長　斎藤 弥志夫
副委員長　渋谷 敏

な
ぜ
緊
防
債
が
使
え
な
い
の
か

空
き
家
対
策
費

産
　
業
　
課

総
　
務
　
課

教
　
育
　
課

⃞

答　
答
災
害
査
定
前
の
状
況
の

な
か
で
、
補
正
計
上
を
行
っ

た
。

　

同
館
の
設
計
は
、
５
７ 

０
万
円
で
終
え
た
。
７
年
度

に
復
旧
工
事
を
行
う
。

伝
承
館
の
災
害
復
旧
は

万
全
か 

問　

杉
沢
比
山
伝
承
館
に

係
る
設
計
委
託
費
が
、
約

２
千
万
円
減
額
と
な
っ
て
い

る
が
。�

�

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

事業活用でパイプハウス設置

水害被害を受けた杉沢比山伝承館

魅
力（
か
ち
）あ
る

園
芸
や
ま
が
た

所
得
向
上
支
援
事
業
は

文
化
財
保
護
費
削
減
の

詳
細
は

⃞

答　
答
事
業
費
の
３
分
の
１
が

国
、
３
分
の
１
が
県
か
ら
の

補
助
金
要
綱
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
の
都
合
上
満
額
支
給
で

き
な
い
慣
例
が
続
い
て
い
る
。

⃞
答　
答
高
速
道
路
延
伸
に
伴
う

発
掘
調
査
予
定
で
あ
っ
た
が
、

国
交
省
と
文
化
庁
の
協
議
の

遅
れ
に
よ
り
７
年
度
に
行
う

た
め
減
額
。

問　
放
課
後
子
ど
も
教
室
に

係
る
教
育
費
県
補
助
金
の
減

額
の
要
因
は
。

（
今
野 

博
義 

委
員
）

開
所
日
減
少
で

県
補
助
金
減
額
か

令和6年度

補正予算質疑 3月4日

　事業の確定により、不用となった予算を減
額。7年度事業に向け基金の積み立てを行っ
た。そのほか、6年度事業の繰越しによる大
雨災害復旧事業等に補正予算を計上した。

ふるさと基金積立金·············2億3007万円
松くい虫防除委託料··················· 4187万円
自立支援介護等給付費··············· 1200万円
７年度事業の前倒しによる
地域水産物供給基盤整備事業··· 1141万円

 

補
正
予
算
の

　    

ポ
イ
ン
ト

災害復旧関連の査定減額災害復旧関連の査定減額
       7年度事業実施による減額       7年度事業実施による減額

「ふるさと基金」など基金への積み立て「ふるさと基金」など基金への積み立て

詳しい内容は
二次元コードから
ご覧ください。
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正
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一
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質
問

議
案
内
容

予
算
レ
ポ
ー
ト

請

願

遊

佐

人
（11）� 遊佐町議会だより

子
宮
が
ん

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

地
域
お
こ
し
協
力
隊

推
進
事
業

箕
輪
橋
補
修
等
の

設
計
を
実
施

災
害
の
補
助
金
利
用

周
知
は
万
全
か

ゆ
ざ
っ
子
誕
生
祝
い
金

事
業

問　
通
知
し
た
対
象
者
数
と

接
種
実
態
は
。

（
佐
藤 

俊
太
郎 

委
員
）

⃞

答　
答
６
～
８
年
度
の
３
年
間
、

町
が
肩
代
わ
り
し
た
工
事
関

係
の
費
用
が
対
象
と
な
る
。

⃞

答　
答
当
初
想
定
さ
れ
た
罹
災

証
明
発
行
世
帯
と
実
際
の
世

帯
と
の
差
異
に
よ
る
こ
と
と
、

他
の
補
助
金
を
利
用
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
。

⃞

答　
答
遊
佐
高
校
魅
力
化
関
係

の
協
力
隊
の
定
着
や
募
集
は

課
題
が
あ
る
。
任
期
後
を
見

据
え
た
業
務
設
計
は
現
状
で

き
て
い
な
い
。

⃞

答　
答
減
額
の
内
容
は
、
請
負

差
額
で
あ
り
影
響
は
な
い
。

設
計
委
託
し
た
内
容
は
、
箕

輪
橋
補
修
な
ど
で
あ
り
、
７

年
度
に
工
事
発
注
を
予
定
す

る
。

⃞

答　
答
応
急
制
度
、
浸
水
住
宅

補
助
金
上
限
が
１
１
６
万
７ 

千
円
。
修
理
費
高
額
の
場
合
、

自
己
負
担
の
発
生
も
あ
る
た

め
。

⃞

答　
答
７
年
度
内
に
完
成
、
引

き
渡
し
を
終
了
さ
せ
、
８
年

度
の
ス
タ
ー
ト
を
目
指
す
。

地
区
の
皆
様
に
は
情
報
提
供

な
ど
丁
寧
に
対
応
す
る
。

新
道
の
駅
一
体
型
整
備
事
業

浸
水
住
宅
復
旧
支
援
事
業
は

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
移
転

問　
国
の
費
用
負
担
は
、
６

年
度
だ
け
か
。

（
駒
井 

江
美
子 

委
員
）

問　
昨
年
の
大
雨
災
害
で
被

害
を
受
け
た
方
へ
の
事
業
で
、

予
算
の
執
行
率
が
低
い
が
。

�

（
渋
谷 

敏 

委
員
）

問　
３
年
間
の
任
期
後
を
見

据
え
て
協
力
隊
を
募
集
し
な

い
と
応
募
し
に
く
い
の
で
は
。

（
遊
佐 

亮
太 

委
員
）

問　

道
路
橋
梁
費
で
、
約

１
２
０
０
万
円
の
減
額
補
正

で
あ
る
。
事
業
発
注
に
影
響

は
な
い
の
か
。

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

問　
大
雨
災
害
の
浸
水
住
宅

復
旧
支
援
事
業
補
助
金
、
８

件
の
未
利
用
が
あ
る
が
。

（
那
須 

正
幸 

委
員
）

問　
７
年
度
中
に
蕨
岡
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
完
成
、

引
き
渡
し
に
な
る
の
か
。

（
駒
井 

江
美
子 
委
員
）

問　
当
初
予
算
と
同
額
の
減

額
。
６
年
度
は
申
請
者
が
い

な
か
っ
た
の
か
。

�

（
伊
原 

ひ
と
み 

委
員
）

事
業
内
容
の
見
直
し
で
減

健
　
康
　
福
　
祉
　
課

企
　
画
　
課

地
　
域
　
生
　
活
　
課

⃞

答　
答
対
象
者
3
6
5
人
に
郵

便
に
て
通
知
し
、
7
年
2
月

末
現
在
、
接
種
完
了
者
は

1
6
4
人
（
44
・
9
％
）
で

あ
る
。

⃞

答　
答
当
初
50
名
程
度
の
誕
生

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
出
生

数
は
30
名
予
定
。
不
用
額
と

し
て
１
３
０
万
円
を
計
上
し

た
。

⃞

答　
答
あ
そ
ぶ
塾
の
経
費
を
予

算
計
上
す
る
に
あ
た
り
、
旧

蕨
岡
小
学
校
の
光
熱
水
費
を

参
考
に
し
た
た
め
、
不
用
額

が
発
生
し
た
も
の
。

問　
当
初
何
名
の
誕
生
を
見

込
み
、
実
績
が
い
く
ら
で
不

用
額
が
生
じ
た
の
か
。

（
遊
佐 

亮
太 

委
員
）

問　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
分
館

の
光
熱
水
費
が
１
０
０
万
円

ほ
ど
減
額
だ
が
、
内
容
は
。

�

（
本
間 

知
広 

委
員
）

ゆざっ子誕生祝い金チラシ

箕輪橋

山
形
県
若
者
定
着
支
援
基
金

出※
し
ゅ
つ
え
ん
き
ん

捐
金

⃞

答　
答
６
年
度
は
５
件
申
請
が

あ
っ
た
。
県
の
基
金
へ
拠
出

済
の
不
用
額
分
で
賄
い
、
町

の
新
た
な
拠
出
に
い
た
ら
な

か
っ
た
た
め
減
額
。

※
出
捐
金
…
一
般
的
に
金
銭
や

物
品
を
寄
付
す
る
こ
と
、
ま
た

は
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
信
用

保
証
協
会
の
基
本
財
産
に
拠
出

し
た
資
金
の
こ
と
を
い
う
。



令和７年５月１日� （12）
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遊

佐
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答　
遊
佐
医
会
の
医
師
は
、
70
歳
以
上

が
87
％
ほ
ど
の
現
状
に
あ
る
。

　

今
後
、
県
と
連
携
を
し
な
が
ら
地
域

医
療
の
勉
強
会
な
ど
を
行
い
、
町
民
の

皆
様
と
と
も
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

た
め
の
医
療
提
供
体
制
を
考
え
る
。

問　
県
医
師
会
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
開
業
医
不
足
が
近
い
将
来
深
刻
化

す
る
と
さ
れ
た
。
町
内
の
医
師
の
年
齢

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。
医
師
確
保
対

策
は
医
療
法
に
よ
り
県
が
行
う
が
、
県

と
連
携
し
、
本
町
は
ど
う
対
応
す
る
か
。

県
と
連
携
し
医
療
体
制
を
構
築

介護認定審査会委員との意見交換会

一
般
質
問

町
の
事
業
と
課
題
を
問
う
10
議
員
登
壇
3
月
5
日
・
6
日

一般質問とは
町の行政全般にわたって、問題や課題を明らかにし、政策の改善や新規
の政策の採用を求めるために行います。
＊各議員の一般質問録画映像は二次元コードからアクセスしてください。

遊佐町の医師と医療の現状は

菅
すが

原
わら

 和
かず

幸
ゆき

議員

質問者の動画が
見られます。

一般質問通告の要旨（通告順）
　
菅
原 

和
幸 

議
員

○
遊
佐
町
の
医
師
と
医
療
の
現
状
は

　
斎
藤 

弥
志
夫 

議
員

○
遊
佐
町
総
合
発
展
計
画
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
伊
原 

ひ
と
み 
議
員

○
空
き
家
対
策
と
利
活
用

　
遊
佐 
亮
太 
議
員

○
商
工
業
振
興
政
策

　
渋
谷 

敏 

議
員

○
水
循
環
保
全
事
業
の
課
題
と
取
り
組
み
は

　
那
須 

正
幸 

議
員

○
災
害
弱
者
に
ど
う
活
用

　
本
間 

知
広 

議
員

○
観
光
施
設
の
長
寿
命
化
の
取
り
組
み
は

　
今
野 

博
義 

議
員

○
遊
佐
高
校
支
援
に
毎
年
多
額
の
予
算

　
駒
井 

江
美
子 

議
員

○
遊
佐
沖
洋
上
風
力
事
業

　
佐
藤 

俊
太
郎 

議
員

○
職
員
に
対
す
る
交
通
事
故
防
止
対
策
は

議員の質問も専門的なものが多く、中途半端な答弁もなくなったように感じる。（高瀬 Hさん）
Re:以前より修正案が出るなど議論が活発になったと思います。少しでも町民のためになれば、という思いです。



（13）� 遊佐町議会だより

予
算
審
査

提
言
の
反
映
町
民
と
議
会
の
懇
談
会

補
正
予
算
修
正
案

一
般
質
問

議
案
内
容

予
算
レ
ポ
ー
ト

請

願

遊

佐

人

答　
で
き
る
だ
け
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
沿
っ
た

政
策
を
実
施
す
る
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

み
ん
な
に
ク
リ
ー
ン
に
」
も
目
標
な
の

で
、
国
が
進
め
る
事
業
で
あ
る
遊
佐
町

沖
洋
上
風
力
発
電
で
は
、
国
の
方
針
に

沿
っ
て
最
大
限
協
力
す
る
。

問　

第
９
期
実
施
計
画
で
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
持
続
可
能
な
地
球
環

境
・
地
域
づ
く
り
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
あ

る
。
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実

現
と
将
来
に
わ
た
る
持
続
的
な
発
展
の

具
体
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
沿
っ
た
政
策
を
実
施

持続可能な地球環境・地域づくりへの
17の目標

遊佐町総合発展計画とＳＤＧｓ

質問者の動画が
見られます。

＊各議員の一般質問録画映像は二次元コードからアクセスしてください。

答　
コ
ロ
ナ
や
物
価
高
、
人
口
減
に
よ

る
廃
業
が
増
加
。
創
業
支
援
や
後
継
者

対
策
、
空
き
店
舗
活
用
策
を
拡
充
し
、

若
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
支
援
す
る
。

観
光
や
農
業
と
連
携
し
、
デ
ジ
タ
ル
化

や
新
た
な
補
助
制
度
の
検
討
を
続
け
る
。

問　
当
町
の
事
業
者
減
や
廃
業
増
が
顕

著
。
後
継
者
問
題
や
空
き
テ
ナ
ン
ト
情

報
整
備
問
題
も
顕
在
。
人
口
減
少
と
経

済
縮
小
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
新
規

創
業
・
移
住
を
後
押
し
す
る
の
か
。
そ

の
具
体
策
は
。

商
工
業
振
興
策
の
展
望

商工業振興政策

質問者の動画が
見られます。

答　
空
き
家
解
体
補
助
申
請
は
年
々
増

加
の
た
め
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
支

援
し
て
い
る
。
ま
た
、
移
住
定
住
を
考

え
て
い
る
方
に
少
し
で
も
選
択
可
能
な

物
件
を
確
保
す
る
た
め
各
関
係
機
関
と

連
携
し
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
制
度
の

周
知
と
適
正
な
空
き
家
管
理
を
促
し
て

い
く
。

問　
全
国
を
は
じ
め
当
町
も
空
き
家
の

対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。
危
険
空
き
家

解
体
を
促
す
た
め
の
町
の
対
応
は
。
ま

た
、
利
活
用
に
繋
が
り
そ
う
な
空
き
家

の
把
握
と
需
要
に
対
す
る
対
応
は
。

関
係
各
位
と
連
携
し
て
周
知
に
努
め
る

空き家対策と利活用

質問者の動画が
見られます。空き家バンクの登録と周知の促進を

斎
さい

藤
とう

 弥
や

志
し

夫
お

議員

遊
ゆ

佐
さ

 亮
りょう

太
た

議員

伊
い

原
はら

 ひとみ
議員

167号P5の討論内容に関心を持って読みました。今後もこのような掲載を希望します。（稲川 I さん）
Re:二次元コードを読むか、ホームページから議会録画も見られます。ぜひご覧ください。



令和７年５月１日� （14）

予
算
審
査

提
言
の
反
映
町
民
と
議
会
の
懇
談
会

補
正
予
算
修
正
案

一
般
質
問

議
案
内
容

予
算
レ
ポ
ー
ト

請

願

遊

佐

人

答　
多
数
あ
る
観
光
施
設
の
性
質
を
見

極
め
、
長
寿
命
化
施
設
と
し
て
改
修
さ

れ
た
先
の
活
用
性
も
考
慮
し
、
予
算
の

平
準
化
も
見
据
え
た
計
画
の
策
定
を
検

討
す
る
。

答　

障
が
い
者
や
高
齢
者
も
含
め
、

３
４
５
名
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
が

完
了
。
警
察
、
消
防
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
民
生
委
員
へ
も
名
簿
を
提
供
し
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
も
情
報
共
有
す

る
。
地
域
が
被
災
す
る
と
支
援
者
も
被

災
す
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
実
効
性
の
あ

る
計
画
作
成
が
必
要
と
考
え
る
。

答　
７
年
度
は
町
内
中
学
校
に
加
え
て

小
学
校
に
も
湧
水
保
全
を
中
心
と
し
た

環
境
学
習
を
実
施
し
、
さ
ら
に
町
内
外

の
方
へ
の
周
知
活
動
を
行
う
。
民
有
林

の
購
入
抑
制
は
、
条
例
が
一
定
の
歯
止

め
と
な
っ
て
い
る
。

問　
道
の
駅
が
新
し
く
整
備
さ
れ
る
な

ど
に
よ
り
交
流
人
口
が
増
加
し
、
観
光

施
設
の
利
用
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
、
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

問　

７
月
の
大
雨
災
害
時
で
は
町
の

「
個
別
避
難
計
画
」
は
機
能
し
な
か
っ

た
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
災
害

弱
者
の
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、

誰
の
た
め
の
計
画
な
の
か
、
し
っ
か
り

と
し
た
課
題
検
証
が
必
要
と
捉
え
る
。

問　
４
年
の
鳥
海
山
湧
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
提
言
を
受
け
、
湧
水
の
大
切
さ
を
ど

の
よ
う
に
理
解
を
広
め
る
考
え
か
。
ま

た
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
標
的
に
な
り
か
ね
な

い
大
切
な
水
源
地
を
保
全
し
続
け
る
た

め
の
施
策
は
あ
る
か
。

長
寿
命
化
計
画
の
策
定
は
重
要

地
域
と
の
繋
が
り
、
助
け
合
い
が
重
要

環
境
保
全
の
拡
充
と
意
識
啓
発
の
向
上

老朽化が進む「あぽん西浜」

みんなで助ける

観光施設の長寿命化の取り組みは

災害弱者にどう活用

水循環保全事業の課題と取り組みは

質問者の動画が
見られます。

質問者の動画が
見られます。

質問者の動画が
見られます。

＊各議員の一般質問録画映像は二次元コードからアクセスしてください。

那
な

須
す

 正
まさ

幸
ゆき

議員

渋
しぶ

谷
や

 敏
さとし

議員

本
ほん

間
ま

 知
とも

広
ひろ

議員

近頃、賛否が分かれる議案があるようで、町民の立場になって議論していることが見て取れます。（蕨岡 Sさん）
Re:議員それぞれの立場でしっかり質疑など行っている結果だと思います。これからも励みます。



（15）� 遊佐町議会だより

予
算
審
査

提
言
の
反
映
町
民
と
議
会
の
懇
談
会

補
正
予
算
修
正
案

一
般
質
問

議
案
内
容

予
算
レ
ポ
ー
ト

請

願

遊

佐

人

答　

遊
佐
高
校
存
続
は
町
の
振
興
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
。
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
町
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育

成
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。
町
外
高
校
へ

通
う
生
徒
支
援
は
現
在
行
っ
て
い
な
い

が
遊
佐
高
校
支
援
と
は
別
に
検
討
し
て

い
く
。

問　
県
外
留
学
生
受
け
入
れ
、
入
学
生

へ
の
制
服
代
、
自
動
車
免
許
取
得
・
短

期
留
学
旅
費
支
援
な
ど
直
接
給
付
支
援

も
含
め
る
と
年
間
４
千
万
円
以
上
。
町

の
目
的
と
事
業
完
了
時
期
、
町
内
在
住

高
校
生
支
援
の
現
状
と
今
後
は
。

遊
佐
高
校
存
続
中
は
支
援
し
て
い
く県立遊佐高等学校

遊佐高校支援に毎年多額の予算

質問者の動画が
見られます。

＊各議員の一般質問録画映像は二次元コードからアクセスしてください。

答　
事
業
者
に
働
き
か
け
、
ま
ず
は
３

月
に
事
業
者
と
共
催
で
説
明
会
を
行
う
。

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
明
確
に

な
っ
て
く
る
の
で
、
情
報
の
周
知
に
努

め
て
い
く
と
と
も
に
不
安
の
声
や
要
望

な
ど
に
応
え
て
い
く
。

問　
６
年
12
月
に
事
業
者
が
決
定
し
、

７
年
１
月
に
は
事
業
者
が
参
加
し
た
遊

佐
部
会
が
開
催
さ
れ
た
。
不
安
を
抱
え

る
地
域
住
民
の
声
は
、
ど
こ
で
ど
の
よ

う
に
反
映
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
声
に
対
応

遊佐沖洋上風力事業

質問者の動画が
見られます。

答　
交
通
安
全
意
識
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
酒
田
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協

議
会
等
が
実
施
し
て
い
る
「
新
入
社
員

交
通
安
全
研
修
会
」
に
新
規
採
用
職
員

と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
参
加
さ
せ

て
い
る
。

問　
公
務
で
の
交
通
事
故
を
防
止
し
、

安
全
を
意
識
し
た
運
転
操
作
を
実
施
す

る
た
め
、
新
規
採
用
職
員
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

新
入
社
員
交
通
安
全
研
修
会
に
参
加

職員に対する交通事故防止対策は

質問者の動画が
見られます。

新入社員研修会の実施
（山形県安全運転管理者協会HPより）

選定された業者の計画概要

今
こん

野
の

 博
ひろ

義
よし

議員

駒
こま

井
い

 江
え

美
み

子
こ

議員

佐
さ

藤
とう

 俊
しゅん

太
た

郎
ろう

議員

おまけ︰議会だよりにお褒めのコメント多く頂いておりますことに、
　　　　この場をお借りして感謝申し上げます。これからも「よりわかりやすく」を
　　　　モットーに励みたいと思います。ありがとうございました。



令和７年５月１日� （16）

予
算
審
査

提
言
の
反
映
町
民
と
議
会
の
懇
談
会

補
正
予
算
修
正
案

一
般
質
問

議
案
内
容

予
算
レ
ポ
ー
ト

請

願

遊

佐

人

３月定例会の議案内容 (補正予算他、37件)

議案番号 議案名 内　容

議2～7号 令和6年度遊佐町一般会計補正予算（第10号）、各特別会計等補正予算 P10～11に審議内容を掲載

議8～13号 令和7年度遊佐町一般会計予算、各特別会計等予算 P3～5に審議内容を掲載

議14号 遊佐町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
設定について

児童福祉法の改正に伴い、遊佐町乳児等通園支
援事業の設備及び運営に関する条例を制定

議15号 遊佐町まちづくりセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

高瀬まちづくりセンターを旧高瀬小学校への移転に
伴い、条例の一部改正

議16号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例
の設定について 刑法等の一部改正する法律施行に伴う条例の制定

議17号 遊佐町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例の
設定について

国家公務員の育児休業及び介護休業に関する
法律の改正に伴う条例の一部改正

議18号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 山形県人事委員会勧告等に準じ、職員の給与
改定を行うため、条例の一部改正

議19号 一般職の職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 国家公務員の旅費に関する法律の改正に伴う条例
の一部改正

議20号 遊佐町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

遊佐町体育施設の設置及び管理に関する条例の
一部改正

議21号 遊佐町立保育所設置条例の一部を改正する条例の制定について 遊佐町立吹浦保育園の廃止に伴い、条例の一部改正

議22号 遊佐町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
設定について

家庭的保育事業の設備運営に関する基準を定め
る条例の制定

議23号 遊佐町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

遊佐町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業運営に関する基準を定めるため、条例の一部改正

議24号 遊佐町空き家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

空家等対策の推進に関する特別措置法の改正に
伴い、条例の一部改正

議25号 財産の無償貸付けについて 地方自治法第96条第1項第6号の規定により提案
するもの

議26号 令和6年度町道白木・宮海線栄橋橋梁撤去工事（右岸工区）に係る請負
契約の一部変更について

地方自治法第96条第1項第5号の規定により提案
するもの

議27号 Ｒ６災４６－１０２江地（２）　西通川揚水機場災害復旧工事請負契約の締結
について

地方自治法第96条第1項第5号の規定により提案
するもの

議28号 遊佐町体育施設の指定管理者の指定について 地方自治法の規定に基づき、指定管理者を指定

議29号 遊佐町立図書館の指定管理者の指定について 地方自治法の規定に基づき、指定管理者を指定

議30号 白井・金俣辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 特別措置等に関する法律第3条第1項の規定に
基づき提案するもの

議31号 酒田市との庄内北部定住自立圏形成に関する協定書の変更について 遊佐町条例第2条第2号の規定により、議会の
議決を求めるもの

議32号 庄内広域行政組合の共同処理する事務及び規約の変更について 地方自治法第286条第1項及び第290条の規定
により議会の議決を求めるもの

議33号 遊佐町監査委員の選任について 任期満了に伴い、再び遊佐町監査委員として選任
するため

議34号 遊佐町固定資産評価審査委員会委員の選任について 任期満了に伴い、新たに遊佐町固定資産評価
審査委員会委員として選任するため

議35号 人権擁護委員候補者の推せんについて 任期満了に伴い、再び人権擁護委員候補者と
して推薦するため

議36号 人権擁護委員候補者の推せんについて 任期満了に伴い、再び人権擁護委員候補者と
して推薦するため

議37号 人権擁護委員候補者の推せんについて 任期満了に伴い、新たに人権擁護委員候補者と
して推薦するため

議38号 副町長の選任について 任期満了に伴い、新たに副町長を選任するため

発議2号 国による給食費の無償化を求める意見書の提出について Ｐ18に審議内容を掲載

〈傍聴者　 のべ43人〉
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予
算
レ
ポ
ー
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請

願

遊

佐

人

採決にあたり、この２つの予算を削除する修正案が可決されました。

上程議案

遊
佐 

亮
太

伊
原 

ひ
と
み

駒
井 

江
美
子

今
野 

博
義

渋
谷 

敏

本
間 

知
広

那
須 

正
幸

佐
藤 

俊
太
郎

菅
原 

和
幸

土
門 

治
明

斎
藤 

弥
志
夫

髙
橋 

冠
治

議決結果
（賛成：反対）

令和7年度一般会計予算に対する修正案 ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ × × × ― 可決（6：5）

賛否が分かれた議案 3月定例会 ◯賛成　×反対

修正案はこちらから
ご覧ください

7年度
予算修正案

可決
経済波及効果経済波及効果の結果を精査の結果を精査
民間企業への出資は民間企業への出資は慎重に判断すべき慎重に判断すべき

修正案に

賛成

　3月12～13日の予算審査特別委員会でアワビの稚貝購入費486万円と民間企業への
出資金50万円を削除する修正案が提出されました。
　アワビ養殖事業は、品質について高評価をいただいていることもあり、3か年計画の
2年目の計画を行うと説明がありました。3月末に出る経済波及効果の結果を精査し、
事業の継続も含めて稚貝の購入を決定すべきではないかという質疑がありました。
　民間企業への出資は、町のエネルギー地産地消計画を推進していくための目的会社への出資を行い
たいという説明がありました。その出資先が、昨年10月議会で修正案が出された町長関連の住所と親
族が関係する会社であり、その概要が変わっていない状況である。また、事業のやり方を見ると民間企
業を優遇する可能性もある。そのため出資については慎重に判断すべきであるという質疑がありました。

　アワビの陸上養殖は、
継続するか否かを長年
議論してきた。振興審

伊
い

原
はら

 ひとみ 委員 遊
ゆ

佐
さ

 亮
りょう

太
た

 委員

議会でも毎年継続に疑問の声が上がってお
り、この会の声はより町民の声が反映され
ていると思う。町長も限られた財源の中、
何か1つやるときは、何か止めるべきと話
していた。経済波及効果の結果は3月末だ
が、十分実証事業の役割は果たしている。
7年度は、アワビ稚貝は購入せず、今生育
しているアワビを出荷し完売を持って事業
を終了とするのがいいと考える。その間、
事業移譲先を探し、いなければ事業終了と
するのが最善と考える。
　出資の理由は理解しているものの、国の
補助事業の採択を待ってから補正予算計上
が望ましい。

　アワビ養殖は、3月末に出る経
済波及効果の結果を踏まえて事業
の効果検証し、継続の可否を判断
すべき。もし継続するのであれば、アワビの稚
貝購入費を補正予算で計上する方がいい。
　50万円の出資は、慎重に判断すべき。相手方
の事業計画、役員、本店を含む法人の概要、財
務状況を見た上で判断すべき。相手方の事業計
画は、国へ提出した申請内容だけ開示されてい
て、状況が見えない。財務諸表の開示もないよ
うだ。3月4日で取締役は代わっているようだが、
誰に代わるかという話はないように聞こえる。
代わった取締役がどういう人なのかもわからな
いままに、町として出資をするのは順番がおか
しいと考える。国への計画が通り、状況がいろ
いろ変わったら出資について考えることもある
が、今の状況での出資は控えるべきだと考える。

アワビの稚貝購入費  民間企業への出資費用を削除
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全員賛成で採択
意見書を提出

【請願者】

請 願
 意見書原文は

こちらから
　ご覧ください。

※写真はイメージです。

学校給食の早期無償化をめざす山形県民の会　　代表委員　 高木　紘一

国による学校給食の無償化を求める請願

意見書趣旨

　近年の子育て支援や少子化対策、義務教育無償化の観点から、小中学校の給食費
を全額補助、または、一部補助する市町村が増加しています。しかし、多額の出費
を強いる給食費の無償化は、厳しい地方財政をさらに圧迫するなどの懸念から実施
に踏み切れない市町村も多くあります。学校給食の無償化は、本来、児童生徒の多さ、
財政の豊かさなどにより市町村が判断するのではなく、義務教育の段階においては、
教科書と同様に無償化することが望まれることから、学校給食の早期無償化をめざ
す山形県民の会の請願を受けて採択し、政府および関係大臣に意見書を提出しました。

❶学校給食法を改正し、国の責任において、すべての市町村で学校給食の無償化を
実施しできるように進めること。

❷国による恒久的な給食の無償化が行われるまで、学校給食費の軽減策を実施する
各市町村に対して、その財政支援の拡充を図ること。

提出先 内閣総理大臣　財務大臣　文部科学大臣　　　　　令和７年3月13日提出
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子
ど
も
た
ち
は
遊
佐
の
宝
。
子
ど
も
た
ち
を
育
む
施
設
や
団
体
を
訪
ね
ま
す
。

今
回
は
、
読
み
聞
か
せ
の
会
「
で
こ
の
会
」。

代
表
の
佐
藤
正
子
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

Yuzajin

シリーズ

読
み
聞
か
せ
の
会
「
で
こ
の
会
」

　
「
で
こ
の
会
」
は
、
遊
佐
小
学

校
が
統
合
し
た
５
年
に
発
足
し
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
、
各
小
学
校
で

そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
き
た
サ
ー
ク
ル

が
１
つ
の
会
と
な
り
新
た
に
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
旧
サ
ー
ク
ル
の

会
員
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
メ
ン

バ
ー
も
加
わ
り
、
現
在
は
30
代
～

70
代
の
26
名
で
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
男
性
メ
ン
バ
ー
も
6
名
い

　

読
み
聞
か
せ
す
る
本
は
、
自
宅

の
本
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
を
し
た
本
を
い
つ
で

も
町
立
図
書
館
や
、
ゆ
め
さ
き
館

で
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
図
書
館
と
学
校
が
連
携
し

て
本
を
そ
ろ
え
て
い
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

自
分
が
読
ん
で
楽
し
い
と
い
う

本
だ
け
で
な
く
、
学
年
に
合
わ
せ

た
内
容
の
本
選
び
が
で
き
る
よ
う

に
、
本
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
き

た
い
で
す
。

　

学
年
に
合
わ
せ
た
内
容
の
読
み

聞
か
せ
を
す
る
た
め
に
、
あ
と
5

分
読
み
聞
か
せ
の
時
間
を
長
く
し

て
15
分
に
し
て
も
ら
え
た
ら
余
裕

を
も
っ
て
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
50
～

60
代
が
多
い
の
で
、
活
動
継
続
の
た

め
に
新
規
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
図
書

館
か
小
学
校
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

遊
佐
小
学
校
で
年
間
計
画
に
組

み
入
れ
て
も
ら
い
、
５
月
～
１
月

ま
で
の
金
曜
日
の
朝
10
分
間
、
各

教
室
で
読
み
聞
か
せ
を
14
回
ほ
ど

行
っ
て
い
ま
す
。
担
当
に
な
っ
た

学
級
で
読
む
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

考
え
て
選
ん
で
い
ま
す
。
絵
本
だ

け
で
な
く
紙
芝
居
や
昔
話
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
お
話
な
ど
様
々
で
、
メ

ン
バ
ー
の
個
性
が
あ
ふ
れ
る
時
間

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
生
で
は
な
い
私
た
ち
が
読

み
聞
か
せ
を
す
る
こ
と
で
、
地
域

と
の
親
近
感
を
感
じ
て
も
ら
い
、

好
き
な
本
と
出
会
う
き
っ
か
け

づ
く
り
に
な
れ
ば
と
思
い
活
動

し
て
い
ま
す
。

読み聞かせの風景

読み聞かせの掲示板

新規メンバー募集中

メンバーも元気をもらっています

発
足
の
経
緯

活
動
内
容

緊
張
す
る
け
ど

や
め
ら
れ
な
い
楽
し
さ

今
後
考
え
て
い
く
こ
と

町
へ
望
む
こ
と

　

何
年
や
っ
て
い
て
も
、
読
み
聞

か
せ
で
学
校
に
行
く
と
き
は
毎

回
緊
張
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
も

同
じ
気
持
ち
の
人
が
い
る
よ
う

で
す
。
そ
れ
で
も
、
子
ど
も
た
ち

の
反
応
や
キ
ラ
キ
ラ
し
た
ま
な

ざ
し
で
聞
い
て
い
る
姿
を
肌
で

感
じ
る
と
、
読
み
終
わ
っ
た
後
は

幸
せ
な
気
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。

知
ら
な
い
う
ち
に
私
た
ち
が
子

ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

気
持
ち
が
心
地
よ
く
て
、
た
ま
り

ま
せ
ん
。

　

小
学
校
の
統
合
で
、
こ
の
活
動

も
終
わ
り
か
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

読
ん
だ
本
の
題
名
、
作
者
な
ど

を
書
く
紙
が
あ
り
、
書
い
た
も
の

を
ゆ
め
さ
き
館
の
掲
示
板
に
貼
っ

て
、
誰
が
何
を
読
み
聞
か
せ
し
た

か
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

読
ん
だ
本
が
、
学
校
の
ゆ
め
さ
き

館
に
あ
る
場
合
は
、
展
示
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
読
み
聞

か
せ
の
記
録
を
町
立
図
書
館
が
ま

と
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、
卒
業

す
る
と
き
に
そ
の
記
録
を
渡
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活

動
に
学
校
や
図
書
館
か
ら
協
力
い

た
だ
け
る
こ
と
を
あ
り
が
た
く
感

じ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
が
増
え
た
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
や
い
ろ

い
ろ
な
本
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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令
和

 7 年
 5 月

 １
 日

　
第

168号
　

発
行

／
遊

佐
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
〒

999-8301 山
形

県
飽

海
郡

遊
佐

町
遊

佐
字

舞
鶴

202　
☎（

0234）72-5889　
印

刷
／

株
式

会
社

小
松

写
真

印
刷

6月定例会の予定

　
表
紙
の
写
真

　

き
り
っ
と
緊
張
し
た
表
情
で

ホ
ー
ル
に
入
場
し
て
き
た
園
児

た
ち
。
そ
の
姿
を
見
た
だ
け
で
、

涙
腺
が
緩
ん
で
し
ま
っ
た
の
は

年
齢
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。
3
月

19
日
の
卒
園
式
で
は
、
幼
稚
園

を
巣
立
ち
、
小
学
生
に
な
る
誇

ら
し
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
で
い
っ
ぱ
い

の
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
先

生
や
保
護
者
、
来
賓
の
方
た
ち

が
そ
ん
な
卒
園
生
た
ち
を
ほ
ほ

え
ま
し
く
見
守
っ
て
い
た
。
小

学
校
で
も
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

令
和
７
年
２
月
１
日
１
６
７

号
の
議
会
ク
イ
ズ
に
は
59
名
の

方
の
応
募
が
あ
り
、
56
名
の

方
が
正
解
で
し
た
。

答
え　
①
Ｃ　

②
Ｂ　

③
Ａ

　

当
選
者
の
発
表
は
、
商
品

の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
題

①
7
年
度
予
算 

教
育
費
は
。

Ａ　

7
億
7
6
3
7
万
円

Ｂ　

9
億
8
6
3
7
万
円

Ｃ　

21
億
2
5
3
7
万
円　

②
新
規
事
業
に
8
5
0
万
円

の
予
算 

そ
の
事
業
は
。

Ａ　

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
　

整
備

Ｂ　

新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト

Ｃ　

部
活
動
地
域
移
行
受
入

	

　

れ
先
ク
ラ
ブ
支
援

③
ゆ
ざ
っ
子
誕
生
祝
い
金	

6
年
は
50
名
の
見
込
み

だ
っ
た
が
、
約
何
名
だ
っ

た
か
。 

Ａ　

50
名

Ｂ　

40
名

Ｃ　

30
名

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
の
記
号

（
例
①
Ａ　

②
Ｂ　

③
Ｃ
）

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
10
名
様

に
米
～
ち
ゃ
ん
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
お
買
い
物
券
１
０
０
０

円
分
を
、
お
届
け
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個

人
情
報
は
、
こ
の
議
会
ク
イ

ズ
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し

ま
せ
ん
。
町
広
報
に
折
込
み

の
ハ
ガ
キ
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
当
選
者
は
町
民
に

限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★

　
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
答
え
の
ほ

か
議
会
へ
の
ご
要
望
、
ご
意
見

を
い
た
だ
け
れ
ば
大
歓
迎
で
す
。

★

　

あ
て
先
／
999
―
８
３
０
１

　
　

遊
佐
町
遊
佐
字
舞
鶴
202

　
　

役
場
内　

議
会
事
務
局

　
　

締
め
切
り
５
月
３１
日

　
　

発
表
は
次
号
で
す
。

杉
の
子
幼
稚
園
卒
園
式

編
集
室
よ
り 

│
│

発
　
刊
　
人

　
議
　
　
長
　
髙
橋 

冠
治

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
本
間 

知
広

　
副
委
員
長
　
駒
井 

江
美
子

　
委
　
　
員
　
斎
藤 

弥
志
夫

　
委
　
　
員
　
土
門 

治
明

　
委
　
　
員
　
渋
谷 

敏

　
委
　
　
員
　
伊
原 

ひ
と
み

議会を傍聴してみませんか
６月定例会のご案内
　遊佐町議会は、年間４回の定例会が開催
されます。
　６月定例会は、本会議と補正予算審査
特別委員会が議場で行われます。
　一度傍聴してみませんか？

６月１０日（火）	 本会議・一般質問
６月１１日（水）	 一般質問
６月１３日（金）	 補正予算特別委員会・
	 本会議

※変更する場合もございますので、傍聴の際はあらか
じめ議会事務局（☎︎７２-５８８９）にご確認ください。

　

去
る
７
年
２
月
12
日
に
行
わ
れ

た
「
第
76
回
県
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会
」
の
席
上
で
、
髙
橋

冠
治
議
長
と
土
門
治
明
議
員
が

「
議
会
議
員
23
年
以
上
表
彰
」
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

議会クイズ
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